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 １．就任まで 

現役生から要請された時点でのインカレに向けた団体戦目標は、男子が表彰台目標（６

位以内）、女子の方は保留ということでした。この目標はかなりその当時の現役生の状

態では達成することが難しくまずしっかりした組織作りが必要であると感じました。こ

の目標を達成するためには個人の技術や走力といった問題よりもまずサークルの団結

力というものが必要になると思ったためです。そのような理由から私は技術面の指導と

いうよりも精神的なサポートをするオフィシャルという位置づけで一年間サブオフィ

シャル武村（１３期）と共に今年度オフィシャルを引き受けさせていただきました。 

  

２．活動報告 

練習会や大会などについてはサブオフィシャルの活動報告参照。 

日立で定期的に現役生と一緒にランニング（後半は遊び気味に） 

飲み会で熱くオリエンを語る。 

などなど。 

 

３．結果 

去年の石母田・塙さん政権の流れを引き継ぎ茨大フィーバーでした。 

男子は 11 位と去年よりもひとつ順位を落とし、目標も達成なりませんでしたが、女子

は茨城大学団体戦においては初となる 6 位入賞！ 

個人においても早瀬が個人戦４位入賞！！ 

代表選手一人一人が頑張ったということもありましたが、サークルが一丸となってイン

カレに向かうことができた結果だと思います。 

この流れを引き継ぎ今年度も茨大フィーバーも巻き起こしてほしいものです。 

  

４．まとめ  

メールでも書きましたが、とにかく茨城大学 OLDが一致団結してまとまった時の力はも

のすごい！！たいへん難しいことではありますが、今年はどうかインカレ直前だけでは

なく一年間のスタンスで見てサークルがインカレまで盛り上がっていけたらいいな。  

これは現役生だけの力ではなくＯＢＯＧの力がなければ実現しないと思います。来年も

現役生にいい結果を残して笑ってもらえるようサポート引き続き頑張って行きましょ

う！ 

 一年間サポートしてくださった六国会のみなさまありがとうございました。オフィシ

ャルという立場で現役と共にこの感動を味わえたのはほんとに喜ばしいことです。現役

生のみんなもほんとにありがとうございました。 
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1．就任までの経緯と主な活動 

 インカレに向けてのサポートの要請があり、主に練習会や合宿のサポート、セレクショ

ンの運営などを中心に引き受けました。 

目標：男子→団体戦入賞 

    女子→保留（→最終的にリレー完走） 

 

2．活動 

 2007.06 ロングセレ前練習会 

 2007.06 インカレロングセレクション 

 2007.07 紫陽花合宿 

 2007.08 夏合宿 

 2007.11 インカレロング前練習会 

 2007.11 インカレロング 

2007.11 インカレミドルセレクション 

2008.01 ジュニアチャンピオン大会（セレ 1 戦目） 

2008.02 インカレ前合宿（セレ 2 戦目） 

2008.03 インカレミドル・リレー 

 

3．総評 

 1 年間、練習会のコースチェック、合宿のメインレース作成、練習メニュー作成などを行

い、参加できる大会には全て参加しました。主に技術面のサポートで要請を受けたにもか

かわらず、運営面で精一杯となり、練習会や合宿・大会での指導など肝心の技術面のサポ

ートが疎かになってしまったところが反省点です。運営面でも準備が至らず、学生や手伝

いに来てくださった OB・OG の方々にご迷惑をおかけしてしまいました。 

 

4．最後に 

 OB・OG の皆様には、合宿や練習会、そしてインカレでも手が及ばないところのサポー

トなど多大な協力をしていただきました。合宿などの慣れない運営の中では、経験の多い・

少ないに関わらず１人でも多くいてくれるだけで非常に心強かったです。さらにはオフィ

シャル交通費・インカレ費用などたくさんの金銭的な援助をしていただき、サブオフィと

して現役をサポートし続けることができました。本当にありがとうございました。 

 


